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ま え が き 

 

 

 1990 年代以降、バブル経済の崩壊と、その後の長期不況、金融危機などの環境変化を背景

として、それまで長期雇用、年功序列等を核として成立してきた日本的雇用慣行が急速に失

われつつあります。具体的には、第一に有期雇用や労働力の外部化の拡大があります。パー

トタイマーやアルバイト、契約社員など雇用期間に限りのある社員が増加したことや、派遣

社員や業務委託による労働力の外部化が進展したことなどにより、長期雇用を前提とした正

社員の雇用が減少しつつあります。第二に、成果主義的人事制度の拡大があります。団塊の

世代が 50 代半ばを迎えたことに伴い、従業員の年齢構成の高齢化によって、多くの企業では

人件費の増加による経営への圧迫が増大しました。従来の年功主義にもとづく処遇制度が限

界を迎えており、それに代わる人事制度として多くの企業で成果主義的人事制度が導入され

つつあります。第三に、企業間競争の激化や環境の目まぐるしい変化を受けて、多くの企業

では従来の経営戦略の変更を迫られた結果、人事処遇制度全体にも変化が現れ始めています。

第四に、株主重視の経営が議論されるなど、従来の企業統治（コーポレート・ガバナンス）

の構造が変化し、それにともなって、人材マネジメント改革が急速に進められつつあります。 

 こうした状況をふまえ、当機構の中期プロジェクト研究「企業の経営戦略と人事処遇制度

等の総合的分析に関する研究」の一環として、企業に対するアンケート調査「企業戦略と人

材マネジメントに関する総合調査」を実施いたしました。本報告書は、この調査の結果につ

いて分析を加え、取り纏めたものです。本報告書が、関係者の方々の参考となり、この面で

の議論の活性化に少しでも役立つところがあれば、望外の喜びであります。 
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